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ケンブリッジ大学での研究生活

条国費

私はBritishC㎝nci1の留学生として昭和

55年9月から56年6月までケンブリッジ大学地

球物理学教室にて地質年代決定の研究に従事した

のでその研究生活などを紹介してみよう

イギリスの大学は10月に第1学期が始まる･学生た

ちは6月半ばから始まる長い夏休みの期間をケンブリッ

ジから離れて勉学に旅行にアルバイトにと有益に過す

のが常である.私がケンブリッジに到着したのは9月

半ばであったのでその頃はまだまちを歩くガウン姿の

学生も見られず大学町として有名なケンブリッジも何

と荏くひっそりとした感があった.そのあとすぐにわ

かったことであるがケンブリッジのまちほど休暇中と

学期中とが賦っきり違うところも珍らしい.いいかえ

ればごの薬もはどまちと大学とが密接な関係を持って

いる所もほかに例がなかろうと思われる.これはケ

ンフジッジ市の人口が約響万人大学の学生数が約

魯ヨ⑩⑪忠人い㌔うその翻禽からもうかかわれることである.

ここでちよっとケンブリッジ大学の特徴を紹介して

おこう.この大学はオックスフォｰド大学と並んで

カレッジ制度を採用していることで有名たのはご存知

のとおりである.大学はいわゆるUniversityとCo11e･

geから狂りたっていてUniVerSityというのは学問教

育の全般をつかさどる機関であるのに対しCo11ege(カ

レジあちらの発音はむしろコレジに近いが)というのは実は

学寮のことであって学生が寝泊まりし食事をし礼

拝をするところである.したカミってカレジには必ず部

屋と食堂と礼拝堂とがある.

現在ケンブリッジ大学には24のカレジがあって大

学に所属する先生･学生はみ組そのどれかに属している

これらのカレジはそれぞれ特徴や校風といったものを

持っているがカレジはまたそれぞれ独立しておりた

とえぱ入学試験などもカレジごと1こ行なわれるIここ

での生活はずいぶん細かいきまりがたくさんあって抵

かなか大変のように思われる.昔は学生は全部カレジ
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の中に住むことになっていたが現在では学生の数が多

くなって収容しきれなくなったのでかなりの学生がカ

レジの外に住んでいるがこの場合には必ず免許をとっ

ている下宿屋に住ま放ければ枚らずここはカレジと同

等の制約をうけることとなる.

門限は夜11時ときめられていてそれ以後12時までは

お金を払えば入れてくれる.また学生は夜まちを歩く

ときはガウンを着ていなけれぱならないとか夕食はカ

レジの食堂でしなければ枚らないとかいう具合である.

私の所属していたTrinityCo11egeはケンブリッジ最

大のカレジで生理学の研究でノｰベル賞をもらった

LordAdrianがMaster(学寮長)をしている.

またこのカレジは数多くの逸材を生んだことで有名で

ありたとえぱべ一コン･ニュｰトン･バイロン･マ

コｰレｰ･テニスン等はかつてここに席をおいた人た

ちである.

さて私はResearchStudent(大学院学生)として

Departm㎝tofGeodesyandGeophysicsにて研究に

従事したがここはケンブリッジの市街を離れること約

2㎞牧場と畑にとりかこまれた静かな雰囲気の中に

ある.

建碑はMading1eyRiseと呼ばれていてもとは貴

族の邸宅であったらしいがのちに大学に買いとられた

もので珍らしい木々をまじえたすばらしい庭にとりか

こまれている.教室主任はSir亙dw肘d洲1ard

TeachingStaffは6人学生は大学院学生のみで15人

ほどである｡このほかにエ作室があって菖人が仕事

に従事している曲

ここの教室における地球物理学のおも匁研究テｰマは

重力(主任の研究者1附也鼠㌫搬醐鵬)地震(胱.没1

St㎝e1･y)海底構造(眈帆汎洲亘)年代決定(Sir

E･Bullard)岩宥磁気(脱ふ㌫闘嚢h6)である田

このような環境のも&でそれぞれの研究は蓄わめて

自由な雰囲気の中で行匁われている.研究者たちは決

して豊富とはいえない予算を有効にかつ自由に使い匁か

ら自分たちの考えに従って仕事を進めている.大き

な器械もほとんどが手製があるいは自分たちで詳しく

設計したものを外注するということカミ行祖われる.

手製の装置がふんだんに使えるということは教室に付

属している工作室におずかるところ大である.

工作室の規模もが枚ゆ大きなものであるが重要なこ

とはここで働く職員はみな研究者ときわめて密接た連絡

をとりながら作業を進めているということではたかろ

うか.そして常に改良に心がけているその前進的な

態度には大いに感心をした.

↑rinityC:0HegeのCr芭a竃CO冒r邑(串崖董)と貧証亘亘(塵堂)
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学生たちは週2･3回の講議や隔週に開かれるコロキ

ウムに出ること以外にとくに時聞的に制約をうけるこ

とはないがみな実によく仕事をする.彼等はもちろ

んPh.D.をとるために最低3年間はここで研究を続け

なければならないが3年という期間は彼等にとっては

決して長いものではなくUndergraduate(大学院学生

に対してその下の一般の学生のことをいう)にとってはい

たってのんびりとした夏休みもResearchStudentに

とっては研究を大いに進めるためになくてはならない

大切な期間である.

研究に関する細かいことは一切学生にまかせきりであ

るため大学で一般物理を学んでいた新入の大学院学生

にとっては何をするかをきめることは大変らしくテ

ｰマがきまってもさて何から始めようかと色々苦労を

しているうちに一年を過してしまう学生もあるようで

実験等に本当に身が入るようになるのは2年目からであ

ろう.従ってそれからことに忙がしくなる訳である.

ここでちよっと教室における毎日の生活につv'て

しるせばスタッフ･学生とも朝は割と早くたいてい

9時30分ごろまでには登校して仕事を始める.午前11

時にはコｰヒｰが出て全員一せいに30分程度休憩する

これは午後4時のTeaの時も全く同じことで従っ

て実験をするものはこの時間に手があけられるよう都

合をつけておかなければならない.この時間は研究生

活において最も重要なものの1つであり指導教官は学

生に仕事の進み具合をこまかに尋ねたり研究者同志の

ディスカッションが行なわれたりする.また外部か

らの訪問者も大でいこの席に出て皆に紹介される.

この事についてうれしく思ったのはケンブリッジは

ヨｰロッパの学間の一つの中心であり訪間者が絶えな

いことであった､私もおかげで内外の科学者にすい分

とお目にかかれたものだった･さてお昼の休みは

ケム河に舟を浮べて
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方い歌をうたうお祭り(マドリガルの風景)

De脾沌㎜芭血色｡fGeo幽syai池Geophysicsこの建物は

MadingleyR1seと呼ばれていてすばらしい庭に囲まれてい�



一25一

スタッフ違は大てい自宅に帰ってゆっくり休息するのが

普通であるが学生たちはそん匁に長くは休ま枚い･

午後2時までには仕事をはじめ夕方4時のTeaのあ

とも一仕事するのが常である.そして夜7時～8時ま

でも研究を続けている者もいるのはどこの大学でも見

られる風景と同じである.

最後に私がおこたっていた地質年代決定の研究につい

てちよっとふれておこう.イギリスで年代決定の研

究を行なっているところはオックスフォｰド大学

(Rb-Sr法およびK-A法)英国地質調査所･原子力研究

所(U-Pb法)それにケンブリッジ大学(K-A法)狂どで

それぞれ独自の研究を進めてかなりの成果をあげてい

るが研究を始めたのはそれほど昔のことではなv'.

ケンブリッジ大学で本格的にデｰタカミ出たしたのは

2年ほど前からであっておもにDr･J･A･Millerに

よってであった.私はMi11er氏の指導の下に年代決

定の初歩から勉強を始めた.最初は岩石の粉砕からで

このためMoineschist(スコットランドの非常に広い範囲

にわたって分布する変成岩)や数多くの英国の花開岩を手

に取って眺めることができたのは幸いであった.それ

からカリウムの炎光分析そして一番手聞のかかるア

ルゴンの抽出･精製の実験を習った･

このようにして後には日本の岩石についても測定し

年令を求めることができた.この研究室のアノレゴン用

の装置はほとんど自製で質量分析計も設計をここで行

なって外注したものである.加熱される部分と金属コ

ックにとくに工夫がなされていてとても使いやすいも

のとなっている.

とくに私にとって参考となったのは装置全体が割

と簡素にできていて製作が一部を除いてあまり面倒で

はなさそうなことであった.こんな訳でわカミ国で予

算のとぼしい条件のもとで年代決定の仕事をするのに

このような装置はうってつけのものであると思った次第

である.とにかくこの装麿にはいたるところに紬か

狂工夫がなされ念入りた工作がされていたがそれら

はすべて研究者自身の苦心の末に生まれたアイディアに

よるとの事であった.この事は年代決定の研究室にか

ぎったことでなく教室全体にわたって多かれ少たかれ

見られることである.研究者たちは自分たちのアイデ

ィアを生かして作った装置のすべてを知りつくしていて

十分に使いこなすことができすぐれた成果をあげてい

る.

地味ではあるカミ自分たちでこつこつと築きあげていく

というこのような研究態度は大いに見習う必要がある

のではなかろうか.

(筆者は技術部地球化学課)

地質年代決定研究室のアルゴン摘出精製装置

隼代決定の研究を行なっているDr.J.A.Mmer(左)とMr-J.Mudie�




